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錦 秋 の 候 、 皆 様 に お か れ ま し て は 、 ま す ま す ご 清 栄 の こ

と と お 慶 び 申 し 上 げ ま す 。  

１ ０ 月 に 入 り ま し た 。今 年 も 残 す と こ ろ あ と ３ ヶ 月 で す 。

毎 年 、 １ 年 が 早 く 過 ぎ る よ う に 感 じ ま す 。 歳 の せ い で す か

ね (^^;)。１ ０ 月 １ 日 は 、長 男 の 誕 生 日 で す 。そ の 長 男 、９

月 ３ ０ 日 の ２ ３ 時 ５ ５ 分 頃 に ト イ レ に 行 き た く な っ た そ う

で す （ 大 き い 方 。 尾 籠 な 話 で す み ま せ ん (_ _)）。 で 、 誕 生

日 の 瞬 間 を ト イ レ で 過 ご す の は 嫌 だ と い う こ と で 、 日 付 が

変 わ る ま で 我 慢 し て 、危 う く 漏 ら す と こ ろ だ っ た と 話 し て い ま し た 。何 を 考 え て い る

の か … （ さ す が 我 が 息 子 ？ (>_<)）。  

何 を 考 え て い る か と い う 話 で す と 、ま た 何 を 考 え て い る か よ く 分 か ら な い 学 生 の 元

に 行 き ま す 。こ の ３ 月 ま で 講 師 を し て い た 、大 阪 電 気 通 信 大 学 に 非 常 勤 講 師 と し て 教

壇 に 立 つ こ と に な り ま し た 。３ 月 で 契 約 終 了 、お 役 御 免 と な っ て い た の で す が 、私 が

講 師 を し て い た 学 部 、あ と ３ 年 で 無 く な っ て し ま い ま す 。無 く な る 学 部 で 教 え た い 人

が い な か っ た よ う で す 。仕 方 が な か っ た の か 私 に 声 が か か り ま し た 。週 １ 回 月 曜 日 に

３ 科 目 を 教 え て き ま す （ 予 習 と 成 績 判 定 が 大 変 な ん で す よ ね (^^;)。 大 学 に 行 か な く

な っ て 時 間 に ゆ と り が で き て い た の に … ）。『 西 田 は 厳 し い 』と 分 か っ て い る は ず な の

に 、税 法 概 論 と い う 科 目 は 、５ ７ 名 履 修 登 録 し て い る み た い で す 。そ れ こ そ 何 を 考 え

て い る の や ら (>_<)。 過 去 ４ 年 間 の 経 験 を 通 じ て 厳 し い け れ ど 愛 の あ る （ ？ ） 接 し 方 を し て こ

よ う と 思 い ま す 。 今 度 の 学 生 は ど ん な 学 生 か 、 ま た レ ポ ー ト し ま す ね 。  

朝 ・ 晩 は 、 随 分 と 涼 し く な り ま し た 。 日 中 と の 気 温 差 が 激 し い で す ね 。 体 調 に は お 気 を 付

け 下 さ い 。 で は 、 事 務 所 だ よ り １ ０ 月 号 を お 送 り し ま す 。  

 

 

☆  お 知 ら せ （ 平 成 ２ ９ 年 １ ０ 月 の 税 務 ）  

 

期   限  項   目  

10 月 10 日   9 月 分 源 泉 所 得 税 ・ 住 民 税 の 特 別 徴 収 税 額 の 納 付  

10 月 16 日   特 別 農 業 所 得 者 へ の 予 定 納 税 基 準 額 等 の 通 知  

 
8 月 決 算 法 人 の 確 定 申 告  

＜ 法 人 税 ・ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ・ 法 人 事 業 税 ・ (法 人 事 業 所 税 )・ 法 人 住 民 税 ＞  

 
2 月 、 5 月 、 8 月 、 11 月 決 算 法 人 の 3 月 ご と の 期 間 短 縮 に 係 る 確 定 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 
法 人 ・ 個 人 事 業 者 の 1 月 ご と の 期 間 短 縮 に 係 る 確 定 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 
2 月 決 算 法 人 の 中 間 申 告  

＜ 法 人 税 ・ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ・ 法 人 事 業 税 ・ 法 人 住 民 税 ＞ (半 期 分 ) 

 
消 費 税 の 年 税 額 が 400 万 円 超 の 2 月 、 5 月 、 11 月 決 算 法 人 の 3 月 ご と の 中 間 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

10 月 31 日  

 

消 費 税 の 年 税 額 が 4,8 00 万 円 超 の 7 月 、8 月 決 算 法 人 を 除 く 法 人・個 人 事 業 者 の 1 月

ご と の 中 間 申 告 (6 月 決 算 法 人 は 2 ヶ 月 分 ) 

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

   個 人 の 道 府 県 民 税 及 び 市 町 村 民 税 の 納 付 (第 3 期 分 ) 

 

※  ボ チ ボ チ 、保 険 会 社 等 か ら『 生 命 保 険 料 控 除 証 明 書 』等 、年 末 調 整 や 確 定 申 告 で 必 要 な 書

類 が 届 く 時 期 で す 。 捨 て ず に 必 ず 取 っ て お い て く だ さ い ！  

 

 

 ☆  軽 自 動 車 税 の 歴 史   

 

◆  自 動 車 税 は 県 税 で 、 軽 自 動 車 税 は 市 税  

自 動 車 税 は 道 府 県 税 で す が 、軽 自 動 車 税 は 市 町 村 税 。何 故 な の か と 不 思 議 に 感 じ た こ と は あ

り ま せ ん か ？  

も と も と 道 路 運 送 車 両 法 で は 、 普 通 自 動 車 等 は 「 登 録 車 」、 軽 自 動 車 は 「 届 出 車 」 と さ れ 取

扱 い に 違 い が あ り ま す 。  

「 登 録 車 」 を 所 有 す る 場 合 、 国 （ 管 轄 の 陸 運 局 ） に 登 録 す る こ と が 求 め ら れ て い ま す ｡こ の

登 録 が 行 わ れ る と 、 次 の よ う な 法 律 上 の 効 果 が 生 じ る こ と に な り ま す 。  

 

 

こ ち ら も 秋 ら し く 。 ス ス キ の 群 生 で す 。

今 年 の 十 五 夜 は １ ０ 月 ４ 日 で す が 、 天 気

は ど う で し ょ う ね 。  

「 月 見 て 一 杯 」 と い い ま す が 、 月 は 関 係

な く 「 一 杯 」 が あ れ ば 満 足 で す ( > _ < )。  

見 事 な 秋 晴 れ ！  

思 わ ず 写 真 を 撮 っ て し ま い ま し た 。  

こ れ か ら は 、六 甲 山 が 赤 く 染 ま り ま す 。 
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① 所 有 権 を 第 三 者 に 主 張 で き る  

② 自 動 車 抵 当 法 が 利 用 で き る  

③ 所 有 権 留 保 契 約 付 譲 渡 が で き る  

こ の よ う な 効 力 は ナ ン バ ー プ レ ー ト（ 自 動 車 登 録 番 号 標 ）を 表 示 す る こ と で 行 い ま す が 、容

易 に 取 り 外 し が で き な い よ う に 「 封 印 」 が さ れ る こ と と な っ て い ま す ｡ 

一 方 、 軽 自 動 車 （ 排 気 量 660cc 以 下 の 三 ・ 四 輪 自 動 車 ） を 所 有 す る 場 合 に は 、「 届 出 車 」 と

さ れ 、国 に 登 録 は せ ず 、軽 自 動 車 検 査 協 会 に 届 出 を 行 い ま す 。軽 自 動 車 の 場 合 、ナ ン バ ー プ レ

ー ト （ 車 両 番 号 標 ） に 封 印 は 行 わ れ ま せ ん 。  

 

◆  自 転 車 荷 車 税 （ 市 税 ） が 軽 自 動 車 税 に ！  

少 し 時 代 を さ か の ぼ る と 、 昭 和 33 年 ま で は 自 転 車 に も ナ ン バ ー プ レ ー ト （ 自 転 車 鑑 札 ） が

付 け ら れ て い ま し た 。 こ れ は 「 自 転 車 税 （ 自 転 車 荷 車 税 ）」 の 課 税 の た め で す 。  

明 治 初 期 に「 車 税 」（ 国 税 、後 に 府 県 税 ）と い う 税 金 が あ っ た の で す が 、明 治 21 年 に 市 制 ・

町 村 制 が 施 行 さ れ 、こ の「 車 税 」に 附 加 税 を 課 し 財 源 と し ま し た ｡そ の 後 、昭 和 15 年 に 市 町 村

税 と し て 「 自 転 車 税 」「 荷 車 税 」 が 法 定 さ れ ま し た 。 自 転 車 や オ ー ト バ イ の 走 行 距 離 や 走 行 す

る 地 域 等 を 考 え る と 、 課 税 主 体 を 市 町 村 と す る こ と は 問 題 な い と 考 え ま す 。  

戦 後 に な る と 、昭 和 29 年 に「 自 転 車 税 」と「 荷 車 税 」が 統 合 さ れ 、「 自 転 車 荷 車 税 」に 。そ

の 「 自 転 車 荷 車 税 」 も 昭 和 33 年 に 廃 止 さ れ 、「 軽 自 動 車 税 」（ 原 付 自 転 車 と 自 動 車 税 か ら 税 源

移 譲 さ れ た 軽 自 動 車・小 型 二 輪 を 対 象 ）が 誕 生 し ま し た 。こ の 頃 の 軽 自 動 車 は バ イ ク の エ ン ジ

ン を 車 に 乗 せ た よ う な 感 覚 だ っ た の で し ょ う 。い わ ゆ る 自 動 車 と い う 感 覚 は な か っ た よ う で す

ね 。 昭 和 43 年 ま で は 軽 自 動 車 は 16 歳 で 免 許 が 取 れ ま し た 。  

 

◆  近 年 は 税 制 改 正 で 課 税 標 準 引 き 上 げ  

こ の よ う な 変 遷 を 経 て 軽 自 動 車 税 は 、軽 課 の 市 町 村 税 と し て 登 場 し た の で す が 、近 年 で は 小

型 の 普 通 自 動 車 と の 税 負 担 の 公 平 を 図 る た め 、 平 成 26～ 28 年 改 正 で 軽 自 動 車 税 の 課 税 標 準 等

が 引 き 上 げ ら れ て い ま す 。  

 

 

 

 ☆  医 療 費 の 自 己 負 担 が ３ 割 増   

 

70 歳 以 上 の 高 齢 者 が 負 担 す る 医 療 費 の 上 限 を 引 き 上 げ る 内 容 な ど を 盛 り 込 ん だ 新 た な 高 額

療 養 費 制 度 が 、8 月 1 日 に ス タ ー ト し ま し た 。病 院 で 外 来 診 療 を 受 け た 際 の 自 己 負 担 が 、最 大

で 従 来 の 3 割 弱 増 え る こ と に な り ま す 。来 年 8 月 に は 所 得 に 応 じ て さ ら に 上 限 額 が 引 き 上 げ ら

れ る こ と も 予 定 さ れ 、 高 所 得 者 の 社 会 保 障 負 担 は 増 す ば か り で す 。  

 

高 額 療 養 費 制 度 で は 、本 人 の 年 収 に 応 じ て 3 段 階 に 自 己 負 担 の 上 限 を 定 め て い て 、年 収 が 約

370 万 円 以 上 あ れ ば「 現 役 並 み 」と み な さ れ 、最 も 高 い 上 限 額 が 適 用 さ れ ま す 。70 歳 以 上 の 人

で 、今 年 の 7 月 ま で に 診 察 を 受 け た 分 に 関 し て は 、外 来 診 療 1 回 当 た り で 4 万 4,400 円 が 上 限

で す 。  

 

8 月 か ら 始 ま っ た 新 た な 仕 組 み で は 、70 歳 以 上 で 年 収 370 万 円 以 上 の 人 に つ い て 、1 ヶ 月 当

た り の 外 来 診 療 の 自 己 負 担 上 限 額 を 5 万 7,600 円 と し 、従 来 か ら 約 3 割 増 額 し ま し た 。ま た 年

収 156 万 円 以 上 370 万 円 未 満 の 人 に つ い て も 、従 来 に 比 べ て 2 千 円 引 き 上 げ ら れ て 1 万 4 千 円

と な り ま し た 。  

 

さ ら に 、1 年 後 の 8 月 に も 再 度 の 引 き 上 げ が 予 定 さ れ て い ま す 。来 年 の 引 き 上 げ 時 に は 、こ

れ ま で 年 収 370 万 円 以 上 を 一 律 に 扱 っ て い た と こ ろ を 、 現 役 世 代 と 同 じ 「 370 万 円 以 上 ～ 770

万 円 未 満 」、「 770 万 円 以 上 ～ 1,160 万 円 未 満 」、「 年 収 1,160 万 円 以 上 」 の 3 段 階 に 分 け 、 上 限

額 に つ い て も 69 歳 以 下 と 同 額 に す る こ と が 決 ま っ て い ま す 。 こ れ ま で 「 現 役 並 み 」 と し て 扱

っ て い た と こ ろ を 、 言 葉 通 り 「 現 役 」 と 同 じ 扱 い に 改 め る こ と に な り ま す 。  

 

 

 

 ☆  毎 年 1 千 億 円 超 の 休 眠 預 金 発 生   

 

預 金 者 本 人 と 連 絡 が 取 れ な く な っ て 10 年 以 上 が 経 つ 「 休 眠 預 金 」 が 、 毎 年 1 千 億 円 超 の ペ

ー ス で 生 ま れ て い る こ と が 分 か り ま し た 。本 人 な ど か ら の 払 い 戻 し 請 求 に 応 じ た 額 を 除 い て も

年 間 700 億 円 以 上 が 生 ま れ て い る そ う で す 。  

 

東 京 商 工 リ サ ー チ は こ の ほ ど 、 銀 行 が 休 眠 預 金 の 払 い 戻 し 請 求 に 対 応 す る た め に 計 上 す る

「 睡 眠 預 金 払 戻 損 失 引 当 金 」の 額 を 調 査 し 、発 表 し ま し た 。引 当 金 は 過 去 の 払 戻 実 績 な ど に 基

づ い て 、金 融 機 関 の 負 債 の 一 部 と し て 会 計 処 理 さ れ る も の で す 。調 査 に よ る と 、107 金 融 機 関

の 今 年 3 月 期 決 算 時 点 で の「 睡 眠 預 金 払 戻 損 失 引 当 金 」の 総 額 は 、前 年 同 期 か ら 3.4％ 増 え て

951 億 4,800 万 円 で し た 。こ の 結 果 に は 、決 算 書 の 科 目 に 同 引 当 金 の 項 目 が な い メ ガ バ ン ク の

実 態 が 含 ま れ て い な い た め 、実 際 に 積 み 上 が っ た 国 内 金 融 機 関 の 休 眠 預 金 の 額 が 1 千 億 円 を 軽

く 超 え た も の で あ る こ と は 確 実 と 言 え ま す 。  

 

ま た 金 融 庁 に よ れ ば 、 休 眠 預 金 の 発 生 額 は 2014 年 3 月 期 で 1,187 億 円 （ う ち 払 い 戻 し 460

億 円 ）、2015 年 3 月 期 で 1,278 億 円（ 同 518 億 円 ）、2016 年 3 月 期 で 1,308 億 円（ 同 565 億 円 ）

と 、 徐 々 に 増 加 し て い る こ と が 分 か り ま す 。 払 い 戻 し を 受 け て い な い 人 も 多 い 状 況 で す 。  

 

な お 、 昨 年 12 月 に 「 民 間 公 益 活 動 を 促 進 す る た め の 休 眠 預 金 等 に 係 る 資 金 の 活 用 に 関 す る

法 律 」が 成 立 し た こ と で 、休 眠 預 金 は 、福 祉・健 康 増 進・地 方 活 性 化 な ど の 社 会 的 事 業 へ の 活

用 が 可 能 と な っ て い ま す 。 実 際 に 休 眠 預 金 が 助 成 さ れ る の は 2019 年 秋 頃 と な る 見 通 し で す 。  

皆 様 、休 眠 預 金 が な い か ど う か 、ご 確 認 く だ さ い

ま せ 。  
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